
延
慶
本

『
平
家
物
訊
』
/""-

f 

_,i— ＼ 

ノ＼

ヶ
）し/

コ
,、

ア
リ
シ

シ
ッ
ミ
ニ

王
子
三
叫
ア
ヽ

ル
ヲ
、
「
冥
途

カ
レ
」
卜
、
被
仰

サ
ケ
ヲ
ノ
コ
サ
て
。
衣
通
姫
、

ヽ

シ

、

阿

妨

詞

J

ト
野
小
町
ガ
心
ノ
ヤ
サ
シ
カ
リ

＇ 
ナ
カ
リ
キ
。

l
,
．
ヶ
ケ
カ
リ
シ
、
頻
光
、
頼
信
い

JJ

計
事
ノ

ニ
ハ
叶
ハ
ザ
リ
キ
。
昔
／
金
峯
山

;
9

日
蔽
聖

．ヽ
ニ
キ
リ

必

ス
ク
フ
ペ
シ
」
卜
仰
有
ケ
レ
バ

、
・
テ
ト
ス
。

ナ
キ
弓
い
主

ゞ＇~

゜

. ヽ /
Cヽ

モ
キ
予
ワ
ズ
、

『
宝
物
集
』

冒

＜
~
有
里
b1 

、寸l/
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給
ハ
ズ
。
何
況
入
道
ノ
日
比
ノ
振
舞
ノ
体
ニ
テ
思
二
、
後
世
ノ
有

サ
マ
、
サ
コ
ソ
ハ
オ
ワ
シ
マ
ス
ラ
メ
ト
思
遣
コ
ソ
糸
惜
ケ
レ
。

（
延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
』
に
よ
る
。

[
〕
内
は
校
訂
本
文
）

右
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
詳
説
す
る
前
に
、
ま
ず
先
に
述
べ
て
お

き
た
い
の
は
、
『
平
家
』
と
『
宝
物
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

古
く
は
、
灌
頂
巻
の
成
立
論
と
し
て
宝
物
集
と
平
家
物
語
と
の
関
係

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
が
、
平
家
物
語
同
椋
、
多
様
な
異
本
群
を

有
す
る
宝
物
集
に
つ
い
て
、
そ
の
影
聾
を
緻
密
に
論
ず
る
た
め
に
は
、

ま
ず
宝
物
集
の
伝
本
整
理
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
小
泉
弘
氏

が
宝
物
集
の
伝
本
系
統
を
整
理
す
る
中
で
、
四
部
合
戟
状
本
し
影
罰

を
与
え
た
宝
物
集
テ
キ
ス
ト
を
第
二
種
七
巻
本
系
の
一
本
て
あ
ろ
う

こ
と
を
説
い
た
こ
と
は
、
両
者
の
関
係
を
論
ず
る
う
え
て
の
圃
期
を

な
す
も
の
で
あ
っ
た
ー
。

宝
物
集
の
各
種
伝
本
の
紹
介
、
提
供
を
承
け
て
、
新
た
に
「
延
慶

本
」
と
の
関
係
に
注
目
し
た
武
久
堅
氏
は
、
延
慶
本
の
全
体
に
眼
を

配
り
宝
物
集
依
拠
の
箇
所
を
洗
い
出
し
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
宝
物

集
が
「
第
二
種
七
巻
本
」
系
の
中
で
も
「
身
延
山
久
遠
寺
本
」
祖
本

に
絞
ら
れ
る
と
い
う
論
を
導
き
出
し
た
2

。
ま
た
、
武
久
論
を
踏
ま

え
た
上
で
、
「
延
慶
本
」
と
「
四
部
合
戦
状
本
」
と
、

し
た
宝
物
集
の
位
相
差
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
し
（

助

氏

の

以

上

が

、

平

家

物

語

と

し)
() 

；
 

+‘ ’
 

か
か
わ
る
主
要
な
先
行
研
究
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
研
究
の

進
展
に
よ
り
、
『
宝
物
集
』
の
新
し
い
伝
本
の
紹
介
が
あ
り
、
諸
本

関
係
の
捉
え
方
も
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
延
慶
本
前
掲

箇
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

先
に
挙
げ
た
「
延
慶
本
」
第
三
本
（
第
六
帖
）
の
独
自
記
事
は
、

大
き
く
分
け
て
四
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
摩
詞
止
観
の
引
用

②
倶
舎
論
の
引
川

③
閻
魔
王
の
使
い

④
日
蔵
聖
人
の
説
話

ご

[
E
門
〗
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
改
め
て
宝
物
集
の
諸
本
に
あ

た
り
直
し
、
延
慶
本
「
入
道
死
去
」
の
段
に
お
い
て
は
ど
の
諸
本
が

一
番
近
い
表
現
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
再
度
検
証
し
て
み
る
こ

と
と
す
る
。
こ
の
四
つ
の
記
述
が
あ
る
諸
本
の
う
ち
、
先
行
研
究
で

取
り
じ
け
ら
れ
て
い
る
「
第
一
一
種
七
巻
本
」
か
ら
見
て
み
る
。
使
用

す
る
テ
キ
ス
ト
は
；
戸
』
山
久
遠
寺
本
」
4

、
「
吉
田
幸
一
氏
蔵
九
冊

本」
5

、
そ
し
て
先
行
研
究
の
発
表
以
降
に
公
刊
さ
れ
た
「
吉
川
泰

雄
氏
蔵
本
」
6

を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
参
照
の
便
の
た
め
、
依
拠

し
た
テ
キ
ス
ト
の
頁
を
も
示
し
た
。

ま
ず
、
「
身
延
山
久
遠
寺
本
」
か
ら
引
用
す
る
。
「
身
廷
山
久
遠
寺

四
つ
の
う
ち
②
に
関
し
て
は
該
当
す
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④
 

②
 

①
 
摩
詞
止
観
式
。
冥
々
ト
ン
テ
独
リ
行
ク
誰
訪
二
是
非
一
所
有
ノ
財
産
徒

二
為
弛
ノ
直
ィ
ヘ
リ
。

（
第
二
分
五
三
頁
）

焔
魔
王
ノ
使
ハ
高
貴
ヲ
モ
キ
ラ
ハ
ス
。
無
常
ノ
殺
鬼
ハ
賢
愚
ヲ

モ
不
簡
ハ
。
発
帝
・
舜
帝
ノ
賢
主
。
音
ニ
ノ
ミ
ソ
聞
へ
給
フ
。

延
喜
・
天
暦
ノ
聖
ノ
帝
。
影
ヲ
タ
ニ
モ
残
シ
給
ハ
ス
。
三
平
三

道
ノ
臣
。
亦
復
如
是
。
楊
貴
妃
・
李
夫
人
ノ
タ
ヘ
タ
リ
シ
姿
夕
。

牛
頭
馬
頭
情
ヲ
モ
ノ
コ
サ
ス
。
衣
通
姫
・
小
野
小
町
力
艶
シ
カ

闘
。
阿
妨
羅
刹
ハ
恥
ル
事
モ
無
リ
キ
。
秦
ノ
始
皇
力
虎
狼
ノ

心
ア
リ
シ
。
梁
ノ
武
王
ノ
勇
ミ
タ
ケ
カ
リ
シ
。
頼
光
・
頼
信
カ

ハ
カ
リ
コ
ト
ノ
賢
カ
リ
シ
。
維
衡
．
頚
頼
力
人
ニ
ヲ
チ
ラ
レ
シ
。

一
人
モ
留
ル
事
無
ク
。
皆
三
途
ノ
故
郷
ヘ
カ
ヘ
リ
キ
。

（
第
二
分
五
三
頁
）

金
峯
山
ノ
日
蔵
聖
人
力
無
言
断
食
ニ
テ
行
ナ
ヒ
シ
ケ
ル
程
二
秘

蜜
増
伽
ノ
鈴
ヲ
ニ
キ
リ
ナ
カ
ラ
死
二
入
タ
ル
事
侍
リ
ケ
リ
。
地

獄
ニ
シ
テ
延
喜
ノ
聖
主
二
奉
テ
値
＿
ヶ
レ
ハ
。
帝
卜
。
聖
人
ヲ

見
テ
言
ク
。
地
獄
二
来
ル
者
ノ
再
ヒ
刈
間
二
帰
事
ナ
シ
。
汝
ハ

ヨ
ミ
カ
ヘ
ル
ヘ
キ
者
也
。
我
レ
。
父
寛
平
法
王
ノ
為
二
不
孝
ナ

闊
。
又
。
無
実
ヲ
モ
テ
菅
原
右
大
臣
ヲ
流
罪
シ
タ
リ
キ
。
此

罪
科
ニ
ョ
リ
テ
。
今
地
獄
ニ
ヲ
チ
テ
苦
患
ヲ
ウ
ク
。
必
ス
我
王

子
ニ
カ
タ
リ
テ
苦
患
ヲ
弔
ヘ
シ
。
卜
仰
有
ケ
レ
ハ
゜
畏
テ
承
ケ

レ
ハ
。
冥
途
ハ
罪
無
ヲ
モ
テ
主
ル
シ
ト
ス
。
聖
人
我
ヲ
敬
事
ナ

③
 

②
 

（
第
二
分

次
に
、
「
吉
田
幸
一
氏
所
蔵
本
」
か
ら
引
用
す
る
。

①
摩
詞
止
観
に
は
、
冥
々
独
行
誰
訪
是
非

有

三
九
頁
）

（
巻
ニ
―
―
―
頁
）

天
親
菩
薩
の
倶
舎
論
に
は
、
い
ま
だ
死
せ
ざ
引
ざ
き
に
、
中
有

の
有
り
さ
ま
を
は
申
て
ぞ
侍
る
め
る
。

再
生
汝
今
盛
位
到
~
将
近
焔
魔
王

求
住
中
間
無
所
止

（
巻
ニ
―
一
三
頁
）

焔
魔
王
の
使
は
、
か
う
き
を
も
き
ら
は
ず
。
無
常
の
殺
鬼
は
、

賢
愚
を
も
え
ら
ば
ず
。
奥
帝
・
舜
帝
の
け
ん
主
、
音
に
の
み
き

こ
え
給
ふ
。
延
喜
・
天
暦
の
ひ
じ
り
の
御
門
、
か
け
を
だ
に
も

残
し
給
は
ず
。
三
平
三
道
の
臣
、
又
々
か
く
の
ご
と
し
。
揚
貴

妃
・
李
夫
人
の
妙
な
り
し
姿
、
牛
頭
馬
頭
は
情
を
も
の
こ
さ
ず
。

衣
通
姫
・
小
野
小
町
が
や
さ
し
か
り
し
も
、
あ
ば
う
羅
せ
つ
は

は
づ
る
事
な
か
り
き
。
秦
の
始
皇
が
虎
狼
の
心
あ
り
し
、
梁
武

王
の
い
さ
み
た
け
か
り
し
、
頼
光
・
頼
信
が
は
か
り
ご
と
の
か

し
こ
か
り
し
、
維
衡
・
致
頼
が
人
に
お
ぢ
ら
れ
し
、
一
人
も
と
ゞ

ま
る
事
な
く
、
皆
三
途
の
古
郷
へ
帰
り
に
き
。（

巻
二

カ
レ
。
卜
仰
セ
ラ
レ
ケ
ル
コ
ソ
悲
ク
侍
レ
。

―
一
三
頁
）

欲
往
前
路
無
資
根

所
有
産

徒
為
他

-17-



③
ゑ
ん
ま
王
の
使
は
、
高
貴
を
も
き
ら
は
ず
。

②
 

（
巻
二

最
後
に
、
「
吉
川
泰
雄
氏
蔵
本
」
か
ら
引
用
す
る
。

①
摩
討
止
観
に
は
、

冥
々
独
行
誰
誌
是
非
一

④
 

徒
為
他
有
一

（
巻
第
二
八
七
頁
）

天
毅
菩
薩
の
倶
舎
論
に
は
、
い
ま
だ
死
せ
ざ
る
さ
き
に
だ
に
、

中
有
の
あ
り
さ
ま
を
ば
申
て
そ
侍
る
め
る
。

再
生
汝
今
退
盛
位
一
至
レ
衰
将
レ
近
一
焙
魔
王
一

微
レ
且
罰
路
舞
資
狼
一
求
仕
中
間

所
有
産

八
八
頁
）

金
峯
山
の
日
蔵
上
人
は
、
無
言
断
食
に
て
行
じ
け
る
ほ
ど
に
、

秘
密
燿
迦
の
鈴
を
に
ぎ
り
な
が
ら
死
入
侍
り
け
る
。
地
ご
く
に

し
て
延
喜
の
聖
主
に
あ
ひ
奉
り
、
鯛
門
、
上
人
を
見
給
ひ
て
の

た
ま
は
く
、
地
獄
に
来
る
も
の
、
ふ
た
A

び
人
間
に
帰
る
事
な

し
。
汝
は
よ
み
が
へ
る
べ
き
も
の
な
り
。
我
、
父
寛
平
法
皇
の

為
に
不
孝
な
り
き
。
又
、
熊
実
を
も
つ
て
菅
原
大
臣
を
流
し
た

り
き
。
此
ざ
い
く
は
に
よ
り
て
、
今
地
獄
に
落
て
く
げ
ん
を
う

く
。
必
皇
子
に
か
た
り
て
苦
げ
ん
を
と
む
ら
ふ
べ
し
、
と
仰
事

あ
り
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
て
承
り
け
れ
ば
、
途
土
に
は
罪
な

き
を
も
っ
て
あ
る
じ
と
す
。
且
八
我
を
う
や
ま
ふ
事
な
か
れ
、

と
仰
ら
れ
け
る
こ
そ
か
な
し
く
侍
り
つ
れ
。

④
 

愚
を
も
え
ら
ば
ず
。
克
帝
_
•
舜
帝
の
賢
主
音
に
の
み
ぎ
こ
え
給

凶
。
延
喜
・
天
暦
の
聖
の
御
門
、
か
け
を
だ
に
も
の
こ
し
給
は

打
。
三
平
・
三
道
の
臣
、
又
々
か
く
の
ご
と
し
。
楊
貴
妃
・
李

夫
人
の
妙
な
り
し
姿
、
牛
頭
馬
頭
は
情
を
も
の
こ
さ
す
。
衣
通

姫
・
小
野
小
町
が
や
さ
し
か
り
し
も
、
阿
防
羅
刹
は
は
づ
る
事

な
か
り
き
。
秦
の
始
皇
が
虎
狼
の
心
あ
り
し
、
梁
武
王
の
い
さ

み
た
け
か
り
し
、
舶
光
帽
い
信
が
謀
の
か
し
こ
か
り
し
、
維
衡
'

致
頼
が
人
に
お
ぢ
ら
れ
し
、
一
人
も
と
ゞ
ま
る
事
な
く
、
皆
―
―
―

途
の
古
郷
へ
か
へ
り
に
さ
。

の
日
蔵

lIは
、
鋪
言
祈
食
に
て
行
じ
け
る
ほ
ど
に
、

訓
の
鈴
を
に
ぎ
り
な
が
ら
死
い
り
侍
り
け
る
。
地
獄
に

し
て
延
喜
の
聖
主
に
あ
ひ
奉
る
。
側
~
、
上
人
を
見
給
ひ
て
の

疋
ま
は
ぐ
、
「
地
獄
に
来
る
も
の
、
ふ
た
、
び
人
間
に
帰
る
事

な
し
。
汝
は
よ
み
が
へ
る
べ
き
も
の
な
り
。
我
、
父
寛
平
法
皇

の
人
め
に
不
孝
な
り
き
。
ま
た
、
無
実
を
も
つ
て
菅
原
右
大
臣

を
流
罪
し
た
り
さ
。
こ
の
罪
科
に
よ
り
て
、
今
地
獄
に
落
て
苦

患
を
う
く
。
か
な
ら
ず
皇
子
に
か
た
り
て
苦
患
を
と
ぶ
ら
ふ
べ

LI」
と
仰
事
あ
り
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
て
う
け
給
け
れ
ば
、
石
冥

途
に
は
罪
な
き
を
も
っ
て
あ
る
じ
と
す
。
い
刈
わ
れ
を
う
や
ま

ふ
事
な
か
れ
」
と
仰
ら
れ
け
る
こ
そ
か
な
し
く
侍
り
つ
れ
。

（
巻
第
二
六
九
頁
）
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こ
こ
で
は
、
「
第
二
種
七
巻
本
」
の
う
ち
の
三
つ
の
諸
本
を
比
較
し
て
、

「
延
慶
本
」
と
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
漢
字
の
異
な
り
に
つ
い
て

は
問
題
と
し
な
い
こ
と
と
し
、
傍
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
比

較
か
ら
、
先
行
研
究
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
第
二
種
七
巻
本
」

の
説
話
に
依
拠
し
た
可
能
性
は
、
か
な
り
濃
厚
で
あ
る
と
言
え
る
。

引
用
箇
所
に
限
っ
て
い
え
ば
、
比
較
し
た
三
本
は
ほ
ぼ
同
文
と
認
め

て
よ
く
、
傍
線
が
所
々
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
延
慶
本
」
が
そ

の
ま
ま
に
引
用
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
い
ま
さ
ら
な
が
ら
『
宝
物
集
』
諸
本
に
つ
い
て
少
々
触
れ

て
お
く
。
「
宝
物
集
』
は
一
巻
本
・
ニ
巻
本
・
三
巻
本
・
七
巻
本
・

九
巻
本
と
い
う
巻
数
の
異
な
る
多
様
な
伝
本
が
存
在
す
る
作
品
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
書
陵
部
蔵
の
「
一
巻
本
」
が
伝
康
頼
自
筆
と

言
わ
れ
、
自
筆
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
時
代
を
さ
し
て
下
ら
な
い
頃

の
写
し
と
い
う
こ
と
で
、
「
一
巻
本
」
が
最
初
の
形
で
あ
る
こ
と
は

動
か
な
い
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
二
巻
本
」
、
「
三
巻
本
」
、
「
七

巻
本
」
は
、
必
ず
し
も
巻
数
の
少
な
い
方
が
古
態
と
は
言
え
な
い
の

だ
が
、
「
二
巻
本
」
・
「
三
巻
本
」
に
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
書
写
の

本
が
な
い
。

小
泉
氏
の
分
類
で
は
、
「
七
巻
本
」
は
「
第
一
種
」
と
「
第
二
種
」

と
二
系
統
に
分
か
れ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
「
第

一
種
」
と
さ
れ
る
元
禄
六
年
刊
の
整
版
本
を
、
形
式
上
同
じ
七
巻
仕

立
て
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
「
七
巻
本
」
と
い
う
同
じ
枠
に
括
る
の

は
妥
当
で
は
な
い
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
お
り
7

、
こ
こ
で
は
こ
れ

以
上
問
題
と
し
な
い
。
「
第
二
種
七
巻
本
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成

立
が
「
一
巻
本
」
に
つ
い
で
古
く
、
全
巻
揃
い
で
は
な
い
も
の
の
古

写
本
零
本
の
存
在
か
ら
も
鎌
倉
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
で
あ
ろ
う
と
す

る
考
え
が
、
小
泉
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
た
8

。
と
こ
ろ
で
、

宝
物
集
の
影
響
の
及
ん
だ
作
品
の
究
明
が
進
む
な
か
で
、
宝
物
集
各

系
統
伝
本
の
本
文
比
較
が
緻
密
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
身
延
山
久

遠
寺
本
」
ほ
か
の
現
存
す
る
「
第
二
種
七
巻
本
」
が
登
場
す
る
、
そ

の
も
う
一
段
階
前
に
は
、
お
そ
ら
く
「
第
二
種
七
巻
本
」
と
同
程
度

の
記
述
量
を
備
え
な
が
ら
、
現
存
本
と
表
現
を
や
や
異
に
す
る
祖
本

が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
，
。
そ
の

よ
う
な
流
れ
を
う
け
て
諸
本
本
文
の
比
較
検
討
を
さ
れ
た
長
尾
理
恵

子
氏
10

は
、
「
三
巻
本
」
の
う
ち
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
と
称

さ
れ
る
系
統
の
伝
本
と
「
第
二
種
七
巻
本
」
と
に
か
か
わ
り
、
「
片

仮
名
古
活
字
三
巻
本
印
行
の
際
に
も
と
と
な
っ
た
宝
物
集
は
、
か
な

り
古
い
形
態
を
留
め
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
第
二
種
七
巻
本
の
祖

本
に
極
め
て
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
、
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本

の
も
と
本
が
第
二
種
七
巻
本
祖
本
に
極
め
て
近
い
と
思
わ
れ
る
古
い

も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
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こ
こ
で
い
う
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
は
、
刊
時
不
明
な
が
ら

慶
長
十
四
年
（
一
六
一

0
)
の
識
語
を
有
す
る
伝
本
が
存
在
11

す
る

こ
と
か
ら
、
同
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
内
容
の
伝
本
の
成
立
は
や
は
り
慶
長
十
四
年
以
前
と
し

か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
が
「
身

延
山
久
遠
寺
本
」
の
本
文
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
は
、
久
遠

寺
本
の
紹
介
と
と
も
に
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
1
2
0

宝
物
集
諸
本
の
展
開
と
分
岐
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
見
解
は
分
か

れ
て
い
る
の
だ
が
、
「
身
延
山
久
遠
寺
本
」
の
親
本
も
し
く
は
そ
れ

を
潮
る
祖
本
か
ら
、
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
が
分
か
れ
た
可
能

性
が
高
い
1
3
0

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
大
政
入
道
他
界
事
」
の
場
面
に
お
い
て

は
②
の
倶
舎
論
に
関
す
る
記
述
が
「
身
延
山
久
遠
寺
本
」
に
は
存
在

し
な
い
が
、
抜
き
書
き
以
前
の
親
本
に
は
、
②
の
記
述
が
存
在
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
本
文
は
「
吉

田
本
」
・
「
吉
川
本
」
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
「
片
仮
名
古
活

字
三
巻
本
」
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
も
は
や
分
か
ら
な

い
。
だ
が
、
延
慶
本
が
こ
の
挿
話
を
描
く
際
に
用
い
た
『
宝
物
集
』
は
、

「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
に
は
①
＼
④

の
記
述
が
す
べ
て
存
在
し
て
い
る
。

①
摩
詞
止
観
ニ
ハ
冥
々
ト
シ
テ
獨
行
ク
誰
力
訪
是
非
ヲ
所
有
ノ
財

④
 

③
 

②
 

（
上
巻
四

0
ウ）

倶
舎
論
ニ
ハ
再
生
汝
今
過
盛
位
閲
圏
蒋
近
焔
魔
王
欲
往
前
路

無
資
糧
求
住
中
利
無
所
止
卜
云
リ

（
上
巻
四

0
ウ）

炎
魔
王
ノ
使
ハ
高
貴
ヲ
モ
不
嫌
魂
ヲ
奪
フ
獄
卒
＿
ハ
賢
愚
ヲ
モ

樹
事
ナ
シ
勢
帝
舜
帝
賢
王
音
ノ
ミ
聞
へ
給
ヘ
リ
又
延
喜
天

暦
ノ
御
門
影
ヲ
タ
ニ
残
シ
紀
ハ
ス
三
平
三
道
四
納
言
又
々
如
是

揚
貴
妃
李
夫
人
妙
ナ
リ
シ
姿
牛
頭
馬
頭
ハ
情
ヲ
モ
残
サ
ス
衣
通

妃
小
野
小
町
力
心
ノ
ヤ
サ
シ
カ
リ
シ
ヲ
モ
阿
防
羅
刹
ハ
恥
ル
事

モ
ナ
シ
秦
ノ
始
皇
ノ
虎
狼
ノ
心
有
シ
梁
ノ
武
帝
国
~
ノ
タ
ケ
カ

リ
シ
頼
光
頼
信
力
謀
ノ
賢
カ
リ
シ
雉
衡
致
頼
力
人
二
怖
ラ
レ
シ

一
人
モ
留
マ
ル
事
ナ
シ
皆
三
途
ノ
古
郷
へ
蹄
ニ
キ

（
上
巻
四

0
ウ
！
四
一
オ
）

金
峯
山
ノ
日
蔵
聖
人
無
言
断
食
ニ
テ
行
ル
間
秘
密
瑠
伽
ノ
鈴
ヲ

銅
川
ナ
カ
ラ
死
二
入
タ
ル
事
荀
判
地
獄
二
行
テ
延
喜
御
門
二
奉

相
ケ
ル
ニ
地
獄
へ
落
ヌ
ル
者
二
度
劉
劉
二
蹄
ル
事
ナ
シ
ト
綱
~

被
仰
テ
去
レ
ト
モ
汝
蘇
ル
ヘ
キ
者
也
我
ハ
父
寛
平
法
皇
ノ
御
命

ヲ
背
タ
テ
マ
ツ
リ
無
賓
ヲ
モ
ッ
テ
菅
承
梱
ヲ
流
シ
タ
リ
シ
罪
ノ

副
地
獄
二
落
テ
苦
患
ヲ
受
也
必
ス
我
力
王
子
二
此
有
様
ヲ

語
テ
苦
ヲ
救
ヘ
シ
ト
被
仰
ケ
レ
ハ
聖
人
畏
テ
承
ル
其
時
御
門
ノ

仰
二
冥
途
ニ
ハ
罪
ナ
キ
ヲ
モ
ッ
テ
主
ト
ス
沢
我
ヲ
敬
フ
事
勿
レ

産
ハ
徒
二
成
佗
ノ
有
卜
云
リ
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「
地
獄
記
述
と
罪
業
意
識
」
と
い

じ
ら
れ
た
吉
田
后
希
氏

4

に
よ
る
と
、

』
の

を

指

す

も

る

と

ナ

る

。

日

本

人

の

の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た

¥
f
 。

、
中
国
撰
迩
の

四
均
で
囲
っ

ニ
四
ウ
I
)

三
五
す
）

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
片
但
名
古
活

字
三
巻
本
」
の
四
つ
の
記
述
は
＇
「
身
雹
山
久
遠
寺
本
」

類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
「
延
房
ナ

所
に
傍
線
を
引
い
て
み
る
と
、
比
較
し
，
心
三
つ
の
「
第

が
「
延
慶
本
」
と
異
な
る
点
と
ほ
ぼ
同
一
の
箇
所
に
g

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
他
の
箇
所
に
関
し
て
も
、
言
詞

ス
が
違
う
た
け
で
、
内
容
が
異
な
る
わ
げ
で
は
な
い
。

た
邸
分
に
間
し
て
は
、
「
第
一
一
糧
じ
巻
本
」
と
[

本
」
と
同
一
の
表
現
を
し
て
い
る
箇
所
で
あ
ろ

は
、
五
五
慶
本
」
が
「
魂
ワ
ウ
バ
ウ
獄
卒
」
と

七

巻

本

」

諸

本

で

は

い

「

熊

常

の

あ
る
。

べ
き

こ
弟
二
種

と
し
て
い
る
点
で

ト
被
仰
ケ
ル
コ
ソ
哀
ナ
レ

生
じ
た
も
の

、
~
，

J

げ

る
言
預
修
十
王
生
七
給
』
（

と

、

こ

の

影

響

下

に

『

地

っ
た
よ
う
で
、
・
前
者
は
平
安
朗
に
は
日
本

こ
立
.
1
,
＂`
 

こ
よ

り・ーと
明
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

よ
っ
き
り
と

ヽ

，

で
あ
り
こ
か
も
ー
1

て
く
る
と
、

に
は
見
え
ず
、
『
地
蔵

る
も
の
で
は
あ
る
か

7

、
た
と
え
偽
経
と
は

か
な
よ
り
ど
こ
ろ
の
あ
る
言
い
同
し
で
あ
っ

る
。
衷
た
、
も
う
一
方
の
「
熊
常
の
殺
鬼
，
一
だ
が
、

工
大
系
の
訓
注
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
『
往
生

「
煎
常
の
殺
鬼
は
豪
賢
を
択
ば
ず
、
危
詭
に

べ
き
こ
と
難
し
」
〈
日
本
思
想
大
系
『
源
信
』
）

＞
部
直
前
の
「
止
観
に
云
ふ
が
如
し
」

『
度
詞
止
観
』
巻
七
上
由
来
の
文
句

i

〈
拠
を
も
つ
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。

主
認
本
で
の
表
現
の
分
岐
は
、

現
を
塗
り
替
え
た
こ
と
に
よ
り

る
。
そ
し
て
、
改
め
て
延
慶
本
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に
戻
る
な
ら
ば
、
「
延
慶
本
」
が
『
地
蔵
十
王
経
』
を
独
自
に
引
い

た
と
考
え
る
よ
り
は
、
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」
に
近
い
本
文
の
『
宝

物
集
』
が
参
照
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

た
だ
し
、
利
用
さ
れ
た
『
宝
物
集
』
は
現
在
の
こ

□

仮
名
古
活
字

三
巻
本
」
で
は
な
く
、
や
は
り
「
身
延
山
久
遠
寺
本
」
に
近
い
「
第

二
種
七
巻
本
」
の
祖
本
で
あ
ろ
う
。
「
延
慶
本
」
独
自
記
事
の
成
立

を
い
つ
と
考
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
は
ま
た
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
そ
こ
に
利
用
さ
れ
た
『
宝
物
集
』
は
「
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
」

的
な
本
文
を
未
だ
多
く
有
す
る
、
古
態
を
残
し
た
「
第
一
一
種
七
巻
本
」

祖
本
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

小
泉
弘
『
古
紗
本
宝
物
集
研
究
篤
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
）

2

武
久
堅
「
宝
物
集
と
延
慶
本
平
家
物
語
ー
身
延
山
久
遠
寺
本
糸

祖
本
依
拠
に
つ
い
て
ー
」
（
同
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
桜
楓
や
‘

一
九
八
六
年
。
一
九
七
五
年
初
出
）

3

今
井
正
之
助
「
平
家
物
語
と
宝
物
集
ー
四
部
合
戦
状
本
。
延
慶
本
を

中
心
に
ー
」
（
『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
第
三
十
四
号
、

一
九
八
五
年
）
。
同
論
に
お
い
て
も
、
廷
炭
本
の
当
該
段
と
宝
物
集
諸
本

と
の
詳
細
な
本
文
比
咬
が
基
促
作
業
と
し
て
な
各
れ
て
い
る
の
だ
が
、
当

該
段
だ
け
に
絞
っ
た
検
討
で
は
な
い
こ
と
、
四
邸
本
と
紐
麿
が

3

少
の
閂
怜

と
い
う
主
題
を
め
ぐ
る
論
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
も
か
り
し
，
（
ノ
，
｀
な
っ

て
い
る
面
が
あ
る
。

～
一
[

、
3
り

6

“ヽー

4

瓜
生
等
勝
『
身
延
山
本
宝
物
集
と
研
究
』
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
）
。
な
お
、
小
泉
弘
『
古
紗
本
宝
物
集
』
の
影
印
も
参
照
し
た
。

5り
吉
田
幸
一
・
小
泉
弘
『
窟
物
集
九
冊
本
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
六
九
年
）

6

小
泉
弘
。
山
田
昭
全
・
小
島
孝
之
。
木
下
資
一
『
新
日
本
古
典

文
学
大
系
宝
物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
託
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
）

7

山
田
昭
全
「
宝
物
集
元
禄
本
本
文
考
ー
三
巻
本
・
平
活
本

c

七
巻
本

の
況
合
状
応
応
探
る
ー
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
十
九
巻
第
十
号
、

―
-
0
0
~
•
9
バ
州
）

8

注
1
前
掲
書
。

9

諸
本
系
統
の
見
直
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ほ
し
た
代
表
的
な
論
と
し

て
、
今
野
達
「
続
教
訓
抄
と
宝
物
集
ー
宝
物
集
伝
流
考
補
遺
」
（
『
今
野
達

説
話
文
学
論
集
』
勉
誠
出
版
、
二

0
0
八
年
。
一
九
八
一
年
初
出
）
が
あ
る
。

10

長
尾
理
恵
子
「
宝
物
飽
第
二
種
七
巻
本
考
本
文
の
発
達
を
め
ぐ
っ

て
」
｛
認
犯
沢

□

大
国
語
研
究
』
第
十
号
、
一
九
九
二
年
）

い
川
舶
一
馬
『
増
補
古
活
字
版
の
研
究
』

(
A
B
A
J
、
一
九
六
七
年
）

四
0
三
頁
。

12

瓜
生
氏
注
4
前
掲
書
。

13

累
川
彩
「
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
零
本
に
つ
い
て
」
（
同
『
身
延
文
庫
宝

物
集
中
巻
〈
付
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
〉
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
四
年
）

に
よ
り
新
出
の
伝
本
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
伝
本
の
捉
え
方
の
再
考

が
進
み
つ
つ
あ
る
。

11

吉
田
后
希
「
廷
慶
本
平
家
物
語
の
一
性
格
ー
他
獄
記
述
と
罪
業
意
識

の
視
点
か
ら
ー
」
（
『
同
志
社
国
文
学
』
第
八
十
二
号
、
二

0
一
五
年
）

15

『
地
蔵
十
王
経
』
の
該
当
箇
所
を
国
訳
一
切
大
萩
経
に
よ
り
示
せ
ば
、
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「
一
切
の
衆
生
の
詞
怒
に
臨
む
時
、
悶
虞
は
王
は
閤
襄
卒
を
氾
す
。
一
定

奪
魂
鬼
と
名
け
、
二
を
奪
請
鬼
こ
苫
け
、
三
を
臼
忙
闘
鬼
と
名
｀
く
。
即
ち
三

穏
と
縛
し
て
門
関
の
樹
下
に
平
る
」
（
『
因
訳
一
切
礼
印
佐
撰
近
謡
欠
集

部
五
』
大
東
記
版
礼
、
一
九
七
三
年
改
訂
成
）
と
あ
る
。

1
6
本
井
牧
子
「
十
丁
艦
と
そ
の
享
受
（
上
＇
下
）

I
・
逆
修
・
追
讐
仏
雲

に
お
け
る
唱
導
を
中
・
士
に
ー
」
（
『
図
話
国
文
』
第
六
十
七
巻
布
六
号
，
七

号
、
一
九
九
八
年
）

1
7
『
預
修
十
王
生
七
緑
』
は
、
『
祈
編
卍
麗
資
経
』
第
一
五

0
冊
（
幼
分

農
出
版
、
・
一
九
九
四
年
）
に
よ
っ
た
。
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